
The University of Tokushima (2011)〉 Graduate School of Oral Sciences〉 Course of Oral Sciences (Doctor’s Degree) [⇒Japanese]

Histology and Oral Histology 2 units (selection) 1st-year(1st semester), 2nd-year(1st semester)

Tatsuji Haneji〈Manager〉 · Professor / 口腔健康科学講座, Course of Oral Sciences, Akio Hiura ·Associate Professor / 口腔健康科学講座, Course of Oral Sciences

Target〉 生体を構成する一般的な細胞と組織の構造と機能及びその病的対象につ
いて細胞および分子レベルで理解する．

Outline〉 生体を構成する細胞と組織の形態と機能について，細胞生物学的，分
子生物学的，分子遺伝学的視点から講義する．細胞増殖，分化，アポトーシス
と疾患との関わりについて体系的に講義する．痛みを伝える一次知覚ニュー
ロンの神経性調節に関する最新の知見を，形態的，電気生理学的知見に基づ
いて体系的に講義する．

Notice〉 受講生は必ず出席すること
Schedule〉

1.授業ガイダンス+口腔組織学序論 (担当者: 羽地 達次)
2.人体を構成する組織 (担当者: 羽地 達次)
3.細胞と細胞内小器官の構造 (担当者: 羽地 達次)
4.細胞と細胞内小器官の機能 (担当者: 羽地 達次)
5.細胞周期の分子機構 (担当者: 羽地 達次)
6.細胞周期と発癌機構 (担当者: 羽地 達次)
7.アポトーシスの分子機構 (担当者: 羽地 達次)
8.アポトーシスにおける核内蛋白の分解 (担当者: 羽地 達次)
9.痛覚伝達の解剖学 (担当者: 樋浦 明夫)

10.侵害受容生一次知覚ニューロン (担当者: 樋浦 明夫)
11.脊髄後角表層内中枢性終末の微細構造 (担当者: 樋浦 明夫)
12.痛覚伝達の調節部位と調節物質 (担当者: 樋浦 明夫)
13.カプサイシンの作用とその agonistと antagonist (担当者: 樋浦 明夫)
14.カプサイシンのレセプター (VR1)とTRPファミリー (担当者: 樋浦明夫)
15.痛覚受容と伝達の問題点と展望 (担当者: 樋浦 明夫)

Evaluation Criteria〉 出席状況，受講態度等により総合的に判定する．
Re-evaluation〉 行わない．
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217425
Contact〉
⇒ Haneji (+81-88-633-7321, tat-hane@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail (Office

Hour: 金曜日 17:00∼ 18:00)
⇒ Hiura (633-9121, hiuraaki@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail (Office Hour: 金
曜日 17:00∼ 18:00)

Note〉 特になし．
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